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村の人口【計 1,377人】令和2年4月30日現在
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幼稚園入園式・小学校入学式
幼・小・中新任職員
内田兄弟、畜産業に貢献
地域支援センターだより

◆ 今月号の主な内容 ◆

伊是名村の畜産業に貢献！
内田兄弟（沖縄市出身）

　   弟
内田 潤也さん　   兄

内田 雄二さん



3 令和2年6月号

　近年、村内で農業や畜産業を営む人口が減少しているなか、島外出身で畜
産業を営んでいる内田雄二さんと内田潤也さん（共に沖縄市出身）を今回は
紹介したいと思います。
　内田雄二さんと潤也さんは兄弟で、先に兄の雄二さんが10年前、続いて弟
の潤也さんが５年前に移住し、牛飼いをしています。
　現在、雄二さんが親牛14頭・子牛10頭、潤也さんが親牛9頭・子牛6頭を飼
育していますが、二人が畜産業を行うきっかけとなったのは、少年期の頃から
夏休みを利用して義兄の下で牛飼いの手伝いをしていたことから始まりま
す。また、畜産業を営むうえで環境整備（牛舎、草地面積、水）が整っているこ

とと、島のような静かな環境で育てると牛
の性格も穏やかになり、より良い子牛を
繁殖できるのではと思い島への移住を決めたと言います。
　分娩期には睡眠不足になったり、生き物を扱う仕事柄、固定休が無いなど苦労すること
も多々あるようですが、兄弟や義兄とうまく調整しながら仕事に励んでいるそうです。
　主な業務内容は牛舎２棟（分娩棟・飼育棟）に赴き飼槽（エサ箱）や各房の掃除、敷き草
の設置やエサの準備、セリ市場が開催される時は島外への出荷や買い付けも行うなど多
岐にわたっています。しかし、毎日牛の目や体を観察することで一頭一頭の成長と変化が
見られ、畜産農家として飼育の楽しさを実感でき楽しく仕事をこなしているそうです。
　最後に今後の目標を尋ねると、兄弟共に経営規模拡大することと、島の子ども達に畜産
業の楽しさと若い人達がどんどん参入してきてほしいと語っていました。
　また、現在飼育している子牛が和牛となり高級肉となって市場に出荷されていますが、い
ずれは村内の家庭でも普通に食してもらえたらいいなと、笑って応えてくれました。
　内田雄二さん・潤也さんの働く姿を見て多くの人達が畜産業に興味関心を持ってくれる
ことを願っています。これからも伊是名村で頑張ってください！！

伊是名村で農業したい！という方
伊是名村では、農業経営へ新規参画する方を募集しております。また、次世代を担う農業者となることを志向す
る４９歳以下の者に対し、就農準備段階や経営開始時の経営確立を支援する資金を交付（※要件有り）しており
ます。是非、希望される方は、お気軽にお問い合わせ下さい。               農林水産課　ＴＥＬ：(0980)-45-2004

内田兄弟内田兄弟
（沖縄市出身）
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　伊是名小学校では、真新しいランドセルを背負った新１
年生１９名が入学しました。
　新型コロナウイルス感染症対策により参加者を限定し
ての入学式になりましたが、子供たちひとりひとりが堂々
と入場して島川校長先生の挨拶にも元気よく返事をして
いました。
　さぁ、いよいよ今日から待ちに待った小学校生活がス
タートです。

　伊是名幼稚園では、２年保育の入園式が行われまし
た。少し不安な子や緊張している子もいましたが式典
がはじまると園長先生のお話しをしずかに聞いていま
した。

ひまわり組（5歳児）････････････････女子1名
さくら組（４歳児）････････男子10名、女子14名

新たに入園・転入した園児

幼稚園・小学校・中学校
新任職員紹介

伊是名小学校

伊是名中学校

ー上段ー
國場  めぐみ先生（1年担任）
奥間  正美先生　（幼稚園）
ー下段ー
伊禮  祥子先生　（3年担任）
嶺井  政次先生　（２年担任）

左
か
ら

左
か
ら

　高宝建設グループの代表者として大
翔建設代表取締役社長の高良泰地さ
んが島川校長先生を表敬し、子供たち
の役に立ってほしいと小学校へ手作り
布マスク１００枚・幼稚園へ布マスク３４
枚計１３４枚を寄贈した。
　その他、うるま市在住で字仲田出身
の赤平美奈子（屋号カズオヤー）さんから小学校へ「大
切な島の子どもたちのために使ってほしい」と、手作
りマスクを郵送にて寄贈された。
　島川直樹校長先生は「小ぶりな可愛らしいデザイン
のマスクで子どもたちにも大好評です。地元出身者の
郷土愛を強く感じており、心から感謝しています」と話
した。

　昨年、合併20周年を迎えたイオン琉球株式会社から、20周年を記念して
伊是名村へツツジ200本の寄贈があり、4月25日（土）の「伊是名村環境プ
ロジェクト」環境美化の日に贈呈
式及び植樹を行う予定でしたが、
新型コロナウイルス感染症の影
響により、ツツジの寄贈のみとな
りました。
　なお、寄贈されたツツジは後
日、通水節公園に植樹しました。

幼稚園・小学校へ手作り布マスクを提供

イオン琉球株式会社合併20周年企画
伊是名村へツツジの寄贈

ー上段ー
伊禮  明季子先生　
宮城  志緒理先生
濵比嘉  美緒先生
ー下段ー
名嘉嶺  恭一先生　
岸本  牧子先生　
三好  優美先生　　
松本  優一郎教頭

（チャレンジ学級）
（図書司書）

（国語）

（学習支援員）

（養護）

（事務員）

18月
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赤平美奈子さんよりマスク寄贈  島川直樹校長先生 ▶

▲ 高宝建設グループ大翔建設代表取締役社長
    高良泰地さんと島川直樹校長先生  
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月6 7～ 月の行事予定

・伊是名村戦没者追悼式／住民健診  
・ユッカヌヒー（海神祭）／住民健診   
・午前 住民健診／午後 婦人科検診
・午前 婦人科検診
・村・県民税第１期納期限  

・支部教育懇談会（仲田・諸見）  
・支部教育懇談会（伊是名・勢理客）  
・支部教育懇談会（内花）   
・固定資産税第２期納期／国民健康保険税第1期納期
・後期高齢保険料第1期納期
  

7/8
9
10
31

●水
●木
●金
●金

●火
●水
●木
●金
●火

6/23
２4
25
26
30

だれがもらえるの？（支給対象者）
　令和２年４月分（３月分を含む）の児童手当を受給し
ている方です。

いくらもらえるの？（給付額）
　対象児童１人につき、１万円です。（給付は１回限りです）

いつもらえるの？（支給時期）
　対象の方には、６月30日に支給します。以降、確認が
できなかった場合には、お問い合わせください。
伊是名村役場「子育て世帯への臨時特別給付金」窓口

住民福祉課：0980-45-2819

子育て世帯の生活を支援するために一時金を支給します！！

特別定額給付金
オンライン申請も出来るよ！！

（10万円給付）申請は、お済みですか？

申請のまだの方は・・・
伊是名村役場 総務課窓口で受付できます。

申請期間
令和2年5月20日（水）～令和2年8月19日（水）
ですのでお早めに申請して下さい。
上記の期限が過ぎると、給付金が受け取れなくなります。
※受給対象者は令和2年4月27日時点に伊是名村住民基本
台帳に登録されている方々です。

 ◇不明な点がありましたら
役場総務課までお問い合わ
せ下さい。　　　　　
 TEL:0980-45-2001
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